
事業概要
（400字以内）

清田通は白石区大谷地地区の平和通から清田中央地区の清田中央通までの区間を結ぶ主要な幹線道
路であり、延長5,850mが都市計画決定されている。
このうち未整備だった区間約470mについて、地域道路網の強化により円滑で安全な交通環境を確保す

ることや、災害時の避難場所と緊急輸送道路の連携により防災性を向上させることを目的として、平成24
年度に都市計画道路事業の認可を取得した。
また、街路事業と並行して土地区画整理事業を活用することで、住区計画道路※の整備や宅地の創出を

行った。
※札幌市住区整備基本計画に基づく道路

事業規模

事業延長 470m

幅 員 20.0m

事業期間 平成24年度～令和元年度

事 業 費 約26億円
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応募No. １

事業主体 札幌市建設局土木部 実施都市名 札幌市

応募者名 札幌市建設局土木部

ふりがな
事業名称

さっぽろけんとしけいかくどうろじぎょう きよたどおり

札幌圏都市計画道路事業３・４・８０号清田通

事 業 概 要
（３・４・８０号清田通）
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北海道農業研究センター

事 業 位 置 図
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（３・４・８０号清田通）

札幌ドーム

平岡公園

札幌国際大学



都市計画図(用途地域図)
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（３・４・８０号清田通）



平面図・縦断図・横断図
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（３・４・８０号清田通）

※事業前は現道なし
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路線全体の進捗状況
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（３・４・８０号清田通）



平成21年７月撮影

事 業 前 写 真

平成23年10月撮影
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令和２年10月撮影

令和２年10月撮影

事 業 後 写 真 （３・４・８０号清田通）

起点側 起点側

終点側終点側



令和元年10月撮影

事 業 後 写 真

令和２年10月撮影
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令和２年10月撮影

（３・４・８０号清田通）

令和２年10月撮影



事業効果アピール資料①
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〇地域交通の円滑化及び安全性の向上
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（３・４・８０号清田通）

交通量の変化（清田通）
現道なし
令和２年 4,475台/12hr◇通学路の安全確保

交通量の変化（生活道路）
平成25年 4,308台/12hr
令和２年 1,730台/12hr

通学路を含む生活道路の交通量を
約６割転換することができ、地域
の安全性が向上した。

◇清田中央通の混雑回避
交通量の変化
清田通（羊ヶ丘通との交差部）
平成29年 5,135台/12hr
令和２年 6,146台/12hr

1,011台増加
清田中央通（羊ケ丘通との交差部）
平成27年 7,157台/12hr
令和２年 7,525台/12hr

368台増加

周辺開発に伴う交通量増加の多くを
清田通が負担することで、清田中央
通の混雑を回避した。

約６割減

74%

26%
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（３・４・８０号清田通）

〇住区計画道路・保育施設・宅地の整備

宅地整備保育施設（建設中）

住区計画道路整備

整備前は山地であった土地を、清田通の整備に併せて平地化し新たな土地活用をしたことで、
防災性が向上したことに加えて周辺の視認性が高まり交差点部の安全性が向上した。
また、保育施設の建設や宅地の整備により地域の活性化に貢献した。

写真１

写真２

写真２

写真１



苦労や工夫等アピール資料①
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○清田通隣接地の平面化検討

（３・４・８０号清田通）

当初両側法面で道路整備を行う予定であったが、
地域ニーズを踏まえつつ最適な整備手法を検討し、
以下の整備内容とした。
①片側の法面を平面化すること
②防犯・防災上の点から住宅地と道路を接続すること
◇平面化のメリット
・法面整備や維持管理のコスト縮減
・清田通沿線部に指定されている急傾斜地崩壊危険
箇所を縮小

・平面化に伴い新たに土地利用が可能

当初案

検討案

※国土地理院空中写真（平成20年）を加工

①法面を平面化

②縦断勾配を見直し、道路を接続



苦労や工夫等アピール資料②
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○平面化に伴う区画整理事業

（３・４・８０号清田通）

〇平面化に伴い発生する課題
・不整形な市有地の土地活用
・地元からの宅地化要望
・住区計画道路の整備資金源

これらを解決するために、札幌市が
１地権者として施行する土地区画整理
事業を行った。

⇒結果として
・不整形だった市有地が整形化され、
売却が可能

・地元要望への対応
・保留地の処分金を住区計画道路の
整備資金に充当



受賞歴・報道資料
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（３・４・８０号清田通）

平成24年11月15日 北海道建設新聞 令和元年12月21日 北海道新聞


